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1

時代と歩く。都市を守る。暮らしに寄り添う。

東京ビルメンテナンス協会。

あ
の
頃
の
ま
ま
美
し
い
。

そ
ん
な
東
京
を
支
え
て
い
ま
す
。
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　東京労働局より、令和６年の死傷災害発生状況

の速報値が公表された。

　７月末日の時点で、ビルメンテナンス業におけ

る転倒災害が167件発生しており、昨年と比較し

て1.4倍近くまで急増した（令和5年同時期の発生

件数は118件）。

　また、転倒による死亡災害も１件発生した。

　転倒災害は誰にでも起こり得る労働災害であ

り、特に高齢の従業員が転倒した場合には骨折等

の大けがに繋がりやすく、重度の後遺症や死亡に

つながるおそれもある。

　ビルメンテナンス業を営まれている各社におい

ては、従業員の安全により一層の配慮をお願いし

たい。

当協会では転倒しづらい身体づくりのための
「ビルメン体操」を考案し、
　　　　　　　　　動画を公開しています。

　現場で働く皆様の体力
向上や、転倒災害をはじ
めとした労働災害防止に
お役立て下さい。

YouTube リンク
二次元バーコード

ビルメンテナンス業の転倒災害が急増



4心身共に健康は安全衛生第一歩

CClip lip クリップボード

BoardBoard

　東京労働局は、令和6年10月1日より東京都の最低賃金を50円引上げ、1,163円に改正した。
　各企業は改めて改正後の最低賃金を厳守していただくとともに、東京労働局では業務改善
助成金の制度等も提供されているので、併せて活用をご検討いただきたい。
　なお、最低賃金改正に関するお問い合わせは以下の窓口となる。

東京都最低賃金：　時間額   1,163円
　　　　　　（※産業や職種に関わりなく、東京都内の事業場で働く

　　　　　　 全ての労働者とその使用者に適用される。）

改  　正　  日 ：　令和6年10月１日
お 問 合 せ 先  ：　東京労働局労働基準部賃金課　
　　　　　　　  TEL： 03-3512-1614

日　程 ：　令和6年11月15日（金） 14時から16時30分
会　場 ：　ビルメンテナンス会館　２階研修室
講 演 者 ：　 株式会社アイデム

　令和6年11月15日に、ビルメンテナンス企業の採用・人事担当者向けの採用支援セミナーを
開催する。
　最新の労働市場動向や法改正情報、効果的な求人広告の作成方法など、今後の採用活動に役
立つ情報を紹介および解説する。
　どなたでも無料で参加可能なので人手不足の解決への一助として、是非ご参加いただきたい。

東京都の最低賃金が
1,163円に上がりました

ビルメンテナンス企業向け
「人手不足対策＆
　採用支援セミナー」を開催

本セミナーの詳細や申込みは「東京マナビル」をご利用ください。
https://www.tokyo-bm.or.jp/manabuil.html/



5 上手にやるより確実に、早くやるより安全に災害０の安全職場
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東京を代表する繁華街の一つであり、最先端の流行やファッ
ション、文化の情報発信地として栄えてきた。渋谷スクランブ
ル交差点は世界的に高い知名度を誇り、国内外から多くの観光
客が訪れる。近年では様々な大規模再開発が進み、多様性の街
へとさらなる発展を遂げている。

渋谷

Cover Story テーマ ： 東京の街並み



66心身共に健康は安全衛生第一歩

特 集
  

会
長
挨
拶

　

令
和
６
年
７
月
18
日
9
時
45
分
に
「
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
４
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

　

冒
頭
、
佐
々
木
会
長
か
ら
開
会
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。

　
「

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
用
品
シ
ョ
ー

と
し
て
始

ま
っ
た
本
フ
ェ
ア
で
す
が
、
近
年
で
は
、
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
あ
る
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
従
事
者

の
皆
様
の
使
命
と
役
割
を
広
く
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

場
と
も
な
り
ま
し
た
。
本
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
中
、
こ
う
し
て
多

く
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
か
く
も
盛
大
に
フ

ェ
ア
を
開
催
で
き
る
事
を
非
常
に
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
本
フ
ェ
ア
は
、
「
新
常
態
時
代
を
切
り
拓
く
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
の
出
会
い
が
こ
こ
に
あ
る
」
を
テ
ー

マ
に
、
コ
ロ
ナ
禍
後
の
新
た
な
時
代
に
、
業
界
を
挙
げ

て
革
新
的
な
取
り
組
み
に
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。
人
手
不
足
の
中
、
Ｉ
Ｔ
技
術
・
Ｄ
Ｘ
技
術
の

進
展
を
受
け
て
、
年
々
充
実
す
る
各
種
ロ
ボ
ッ
ト
や
情

報
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
含
め
、
出
展
各
社
が
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
現
場
の
た
め
の
新
製
品
や
最
新
サ
ー
ビ
ス
を

紹
介
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
来
場
さ
れ
る
多
く
の
業
界

関
係
者
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　「ビルメンテナンスフェアTOKYO」は、当協会が2年に1度開催している賛助会員による商品展示会
である。今回は「新常態時代を切り拓く、イノベーションとの出会いがここにある」をメインテーマと
し、各社の新製品やDX化、SDGsなどを見据えて開発された様々な製品・サービスが一堂に会した。
　会場はJR浜松町駅近くの東京都立産業貿易センター浜松町館で、3階から5階を使用した。出展ブー
スには28社及び一団体の申し込みがあり、試供品の配付、実機のデモや体験会を行っているブースも
見られた。各ブースでは多くの商談や意見交換が行われており、大変盛況な展示会となった。
　また、清掃・人材戦略・品質管理・労務管理・外国人雇用・法改正をテーマとした7つのセミナーを
開催し、いずれも100名近くの聴講者が集まり、立ち見でなければ参加できないセミナーもあった。
会期：7月18日10時〜17時　19日10時〜16時

概　要

ビルメンテナンスフェアビルメンテナンスフェア
TOKYO 2024TOKYO 2024 実施報告実施報告

　令和６年７月18日（木）、19日（金）に、当協会賛助会員による
商品展示会「ビルメンテナンスフェアTOKYO2024」を開催した。
　会場は東京都立産業貿易センター浜松町館で、出展した28社が最
新製品から定番製品まで多岐にわたるブースを構えたほか、（一財）
建築物管理訓練センターが出展した。
　会期中は3,000名超の方にご来場頂き、会場内は非常に活気に満ち
た空気に包まれた。



77 事故ゼロで今日一日をしめくくり、明日へとつなごう安全意識

特　集 ビルメンテナンスフェア TOKYO2024 実施報告

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
フ
ェ
ア
が
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
に
関
わ
る
皆
様
の
情
報
収
集
の
場
、
商
談
の
場

と
な
る
と
と
も
に
、
都
市
の
環
境
と
安
全
を
守
る
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
役
割
を
広
く
発
信
す
る
機
会
と
な

れ
ば
何
よ
り
で
す
。」

  

出
展
社
代
表
挨
拶

　

蔵
王
産
業
株
式
会
社
の
常
務
取
締
役
で
あ
る
御
幡
純

平
氏
が
登
壇
し
、
ご
挨
拶
を
頂
い
た
。

　
「
出
展
社
29
社
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。
依
然
と
し
て
不
安
定
な
経
済
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
我
々
の
業
界
は

ロ
ボ
ッ
ト
の
積
極
的
な
導
入
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
利
用
し
た
新

し
い
シ
ス
テ
ム
、
ビ
ジ
ネ
ス
的
な
ス
キ
ー
ム
の
創
出
な

ど
、
日
々
進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。
先
程
の
佐
々
木
会

長
の
お
話
の
通
り
、
昨
今
の
業
界
の
発
展
や
活
性
化
が
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
者
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
し
て
の
地
位
を
確
立
さ
せ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
難
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
再
度
業

界
関
係
者
の
方
々
と
我
々
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
企
業
が

一
致
団
結
し
て
業
界
の
成
長
を
後
押
し
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
テ
ー
マ

「
新
常
態
時
代
を
切
り
拓
く
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
の

出
会
い
が
こ
こ
に
あ
る
」
は
、
ま
さ
に
こ
の
時
期
に
ふ

さ
わ
し
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
出
展
各
社
企
業
は
新
商
品
・
新
技
術
を
業
界
の
皆

様
方
に
発
表
で
き
る
絶
好
の
場
で
は
な
い
か
と
も
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
改
め
ま
し
て
フ
ェ
ア
開
催
に

あ
た
っ
て
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
方
に
お
礼
を
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
本
フ
ェ
ア
の
成
功
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
私
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

  

テ
ー
プ
カ
ッ
ト

　

最
後
に
、
佐
々
木
会
長
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ

ア
実
行
委
員
会
の
木
村
委
員
長
、
御
幡
氏
に
よ
る
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
盛
大
な
拍
手
に
包
ま
れ
な
が
ら

開
幕
し
た
。

佐々木会長

御幡純平氏



88声かけあい　チームワークを大切に　今日も一日安全作業

　

建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会
で
は
、
「
ノ
ン
ワ
ッ
ク
ス

床
材
の
管
理
」
を
テ
ー
マ
に
、
令
和
５
年
度
に
実
施
し

た
調
査
研
究
の
報
告
を
中
心
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

し
た
。

（
１
）
ノ
ン
ワ
ッ
ク
ス
床
材
の
概
要
と
課
題

　

ノ
ン
ワ
ッ
ク
ス
床
材
は
、
樹
脂
ワ
ッ
ク
ス
の
塗
布
が

不
要
な
床
材
と
し
て
約
10
年
前
か
ら
市
場
に
出
始
め
、

最
近
は
よ
り
高
性
能
の
製
品
が
各
社
か
ら
発
売
さ
れ
て

お
り
、
多
く
の
物
件
で
施
工
さ
れ
て
い
る
。

　

ノ
ン
ワ
ッ
ク
ス
床
材
は
、
表
面
に
Ｕ
Ｖ
樹
脂
コ
ー
ト

が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
ワ
ッ
ク
ス
と
の
密
着
性

が
悪
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
が
、
ノ
ン
ワ
ッ
ク
ス
床
材
で

あ
る
と
認
識
せ
ず
に
ワ
ッ
ク
ス
を
塗
布
し
、
ト
ラ
ブ
ル

と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
現
場
で
施

工
さ
れ
て
い
る
床
材
が
ノ
ン
ワ
ッ
ク
ス
床
材
で
あ
る
か

の
判
別
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

「
清
掃
現
場
に
お
け
る
ノ
ン
ワ
ッ
ク
ス
床
材
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
」

講
演
者
:建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会　

正
田　
浩
三　
氏　　

協会Webサイト
「ライブラリ」から
ご覧いただけます。

協
会
主
催
セ
ミ
ナ
ー

正田浩三氏



99 全員参加の０（ゼロ）災害、笑顔があふれる安全職場

特　集 ビルメンテナンスフェア TOKYO2024 実施報告

（
２
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

　

当
協
会
の
会
員
の
中
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
企
業

に
対
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
つ
い

て
、
「
ノ
ン
ワ
ッ
ク
ス
床
材
が
施
工
さ
れ
て
い
る
現
場

が
あ
る
」
と
の
回
答
が
82
％
、
そ
の
中
で
最
も
多
い
建

物
の
用
途
が
「
事
務
所
ビ
ル
」
の
41
％
で
、
「
廊
下·

通
路
」、
「
事
務
室
」
で
の
施
工
が
全
体
の
64
％
を
占

め
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
施
工
さ
れ
て
い
る
床
材
の
種
類
と
し
て
は
、

「
塩
化
ビ
ニ
ル
タ
イ
ル
」
が
最
も
多
く
73
％
、
清
掃
管

理
状
況
に
つ
い
て
は
、
「
良
好
（
特
に
問
題
な
く
管
理

で
き
て
い
る
）」
が
54
％
、
「
不
良
（
管
理
上
問
題
が

あ
る
と
感
じ
て
い
る
）」
が
46
％
と
ほ
ぼ
同
じ
結
果
と

な
っ
た
。

　

な
お
、
清
掃
管
理
状
況
が
良
好
で
あ
る
と
回
答
し
た

中
で
、
管
理
方
法
に
つ
い
て
は
「
社
内
の
技
術
指
導
」

が
38
％
、
「
床
材
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
情
報
提
供
」
が
35

％
で
、
良
好
な
清
掃
管
理
が
で
き
て
い
る
理
由
と
し
て

は
、
「
表
面
洗
浄
を
行
っ
て
い
る
」、
「
ヒ
ー
ル
マ
ー

ク
を
適
宜
除
去
し
て
い
る
」
が
62
％
を
占
め
た
。

（
３
）
ま
と
め

　

現
場
で
床
材
の
管
理
を
す
る
際
は
、
次
の
こ
と
を
確

認
、
注
意
す
る
事
が
重
要
で
あ
る
。

（
１
）
床
材
の
判
別

　

①�

ノ
ン
ワ
ッ
ク
ス
床
材
で
あ
る
か
の

判
別

　

②
ワ
ッ
ク
ス
塗
布
の
可
否

（
２
）
日
常
清
掃

　

①
土
砂
の
持
ち
込
み
を
防
ぐ

　

②
ヒ
ー
ル
マ
ー
ク
の
除
去

（
３
）
定
期
清
掃

　

①�

水·

洗
剤
に
よ
る
表
面
洗
浄
（
研

磨
剤
の
少
な
い
パ
ッ
ド
を
使
用
）

（
４
）�

ノ
ン
ワ
ッ
ク
ス
床
材
に
適
用
す

る
樹
脂
ワ
ッ
ク
ス
等

　

①�

密
着
性
の
良
い
樹
脂
ワ
ッ
ク
ス
の

選
定
（
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
は
指

定
の
ワ
ッ
ク
ス
あ
り
）

　

な
お
、
当
日
は
１
５
１
名
が
参
加
さ
れ
、
本
セ
ミ
ナ

ー
内
容
に
関
す
る
業
界
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
た
。

　

今
回
、
セ
ミ
ナ
ー
に
て
配
布
し
た
報
告
書
は
、
当
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
閲
覧
で
き
る
。



1010基本作業を徹底し　指さし、声出し、確認ヨシ

な
る
。
そ
れ
が
「
Ｓ
Ｌ
Ａ
／
Ｋ
Ｐ
Ｉ
」
で
あ
る
。

　

Ｓ
Ｌ
Ａ
＝Service Level A

greem
ent

（
サ
ー

ビ
ス
レ
ベ
ル
合
意
書
）、

　

Ｋ
Ｐ
Ｉ
＝Key Perform

ance Indicator

（
重

要
業
務
評
価
指
標
）

　

ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
と
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
企
業
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
使
用
で
き
る
指
標
と
な

り
、
こ
れ
こ
そ
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
見
え
る
化
で
あ
り
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
管
理
が
可
能
に

な
る
。

　

既
に
社
員
の
品
質
レ
ベ
ル
向
上
に
取
り
組
み
、
人
身

事
故
・
物
損
事
故
の
総
数
を
削
減
し
て
い
る
。

　

品
質
管
理
指
標
（
Ｓ
Ｌ
Ａ
／
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
を
活
用
し
、

特
に
重
大
事
故
の
未
然
防
止
に
成
功
し
て
い
る
。

　

品
質
管
理
と
は
Ｊ
Ｓ
Ｑ
Ｃ

（
日
本
品
質
管
理
学
会
）
が
定

め
て
い
る
定
義
で
は
、
「
顧
客
が
満
足
す
る
製
品
や
サ

ー
ビ
ス
を
適
切
な
価
格
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
提
供
す

る
た
め
の
活
動
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
に
は
目
的
は
２
つ
あ
り
、
売
上
と
利
益
に
貢
献

で
き
る
こ
と
。
し
た
が
っ
て
事
業
活
動
そ
の
も
の
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
品
質
管
理
と
い
う
言
葉
を
聞

く
と
難
し
い
と
感
じ
る
方
も
多
い
が
、
品
質
管
理
の
狭

義
の
意
味
は
改
善
活
動
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
は
製
造
業
な
ど
と
違
い
納
品

に
伴
う
納
品
書
が
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
見
せ
る
化
が
必

要
で
あ
る
。
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト
（
年
次
報
告
書
）

が
こ
れ
に
代
わ
る
も
の
で
あ
り
、
管
理
指
標
が
必
要
と

品
質
管
理
を
学
ぶ
意
義
が
わ
か
っ
た
！

「
さ
ぁ
！
「
改
善
活
動
」
を
や
ろ
う
」

（
１
）
基
調
講
演

品
質
管
理
を
学
ぶ
意
義　

講
演
者

坂
技
術
士
事
務
所 

代
表 

坂 

康
夫 
氏

（
２
）
会
員
企
業
推
進
事
例

わ
が
社
の
安
全
・
品
質
へ
の

取
組
み
推
進
事
例

講
演
者

東
京
海
上
日
動
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
（
株
） 

Ｆ
Ｍ
教
育
・
技
術
セ
ン
タ
ー
長 

白
川 

雄
一 

氏

協
会
主
催
セ
ミ
ナ
ー



1111 小さな異変も見逃さぬ　日々の観察事故防止

特　集 ビルメンテナンスフェア TOKYO2024 実施報告

●
Ｓ
Ｌ
Ａ
＝
有
事
発
生
時
の
迅
速
な
対
応

●
Ｋ
Ｐ
Ｉ
＝
復
旧
に
要
す
る
時
間

　

と
定
め
た
。
発
生
件
数
は
少
な
い
が
、
復
旧
に
要
す

る
時
間
が
一
番
長
い
「
鍵
紛
失
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
。

　

今
回
対
象
と
し
た
ホ
テ
ル
カ
ー
ド
キ
ー
の
紛
失
確
率

は
０
・
０
０
３
％
と
低
い
事
案
で
あ
る
が
、
プ
ロ
セ
ス

を
継
続
的
に
改
善
し
、
0
％
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い

く
。

　

人
身
事
故
の
う
ち
リ
ス
ク
評
価
か
ら
墜
落
事
故
防
止

を
テ
ー
マ
と
し
た
。

　
「
安
全
帯
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
確
実
に
着
け
る
」
プ
ロ

セ
ス
を
策
定
し
、
着
用
状
況
の
作
業
報
告
書
へ
の
添
付

な
ど
を
委
託
先
に
対
し
て
実
施
し
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ

ィ
（
追
跡
能
力
）
を
確
立
さ
せ
た
。

●
Ｓ
Ｌ
Ａ
＝
迅
速
な
救
急
対
応

●
Ｋ
Ｐ
Ｉ
＝
救
急
対
応
時
間

　

と
定
め
た
。

　

救
急
対
応
の
更
な
る
安
定
的
な
向
上
を
図
る
た
め
、

Ｓ
Ｌ
Ａ
／
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
し
、
作
業
の
標
準
化
と
管
理

の
定
着
に
取
り
組
ん
だ
。

（
３
）
チ
ー
ム
改
善
活
動
成
果
事
例

①
ホ
テ
ル
客
室
清
掃
に
お
け
る

カ
ー
ド
キ
ー
紛
失
の
再
発
防
止

講
演
者

東
武
ビ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
株
）

戦
略
推
進
室
長　

山
口 

智
士 

氏

②
植
栽
管
理
作
業
に
お
け
る

墜
落
事
故
の
再
発
防
止

講
演
者

東
京
海
上
日
動
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
（
株
）

建
物
管
理
業
務
部
主
任　澤

田 

康
裕 

氏

③
ホ
テ
ル
警
備
に
お
け
る
救
急

対
応
体
制
の
再
構
築

講
演
者

（
株
）
小
田
急
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

品
質
管
理
推
進
部
次
長　東

條 

千
里 

氏



1212安全と健康意識を高め　目指すは職場の金メダル

　

労
務
管
理
委
員
会
で
は
、
「
ロ
ー
プ
高
所
作
業
」
に

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。

　

講
師
と
し
て
労
務
管
理
委
員
会
委
員
の
冨
井
淳
司
氏

と
林
幸
一
氏
が
登
壇
し
、
令
和
５
年
度
に
作
成
し
た
ロ

ー
プ
高
所
作
業
の
安
全
対
策
動
画
を
活
用
し
な
が
ら
、

以
下
の
内
容
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
事
業
者
が
発
注
者
、
立
会
者
と
し
て
作
業
の

手
順
ご
と
に
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
た
。

（
１
）
ロ
ー
プ
高
所
作
業
特
別
教
育

　

事
業
者
は
ロ
ー
プ
高
所
作
業
に
就
く
労
働
者
に
、
特

別
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

発
注
側
は
、
作
業
者
が
特
別
教
育
を
受
講
済
み
で
あ
る

か
を
事
前
に
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。
教
育
機
関
な
ど

が
発
行
し
た
修
了
証
が
あ
る
場
合
は
提
示
し
て
も
ら
い
、

自
社
教
育
の
場
合
も
受
講
者
の
記
録
を
三
年
間
保
存
す

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
受
講
の
有
無
を
確

認
す
る
。

（
２
）
道
路
使
用
許
可
申
請

　

道
路
（
国
道
、
都
道
府
県
道
、
市
町
村
道
な
ど
）
に

お
い
て
の
作
業
に
な
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
管
轄
の

警
察
署
に
申
請
を
行
い
、
使
用
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ロ
ー
プ
作
業
に
お
い
て
発
注
側
と
受
注
側
の

ど
ち
ら
が
申
請
を
行
う
か
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
こ

と
。
ま
た
、
申
請
に
は
手
数
料
が
か
か
る
た
め
、
必
要

な
経
費
と
し
て
作
業
費
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
双
方
で
認

識
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

書
類
の
作
成
期
間
な
ど
を
考
慮
し
て
、
作
業
の
２
週

間
ほ
ど
前
か
ら
準
備
を

進
め
る
の
が
望
ま
し
い
。

一
定
の
条
件
を
満
た
せ

ば
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
も

可
能
な
の
で
活
用
い
た

だ
き
た
い
。

（
３
）
墜
落
制
止
用
器
具
の
接
続

　

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
と
ロ
ー
プ
と
を
繋
ぎ
、
作
業
者
の
墜

落
を
防
ぐ
墜
落
制
止
用
器
具
は
、
メ
ー
カ
ー
が
推
奨
す

る
方
法
と
組
み
合
わ
せ
で
使
用
す
る
こ
と
。
専
門
性
が

高
い
部
分
だ
が
、
劣
化
が
見
ら
れ
た
り
違
和
感
が
あ
っ

た
り
す
る
場
合
は
作
業
者
に
確
認
を
す
る
。

「
ロ
ー
プ
高
所
作
業
の
ビ
ル
メ
ン
事
業
者
向
け
安
全
対
策
」

講
演
者
労
務
管
理
委
員
会　

冨
井 

淳
司　
氏　
　
　

林 

幸
一　
氏　

冨井 淳司 氏

協
会
主
催
セ
ミ
ナ
ー



1313 巻き戻しはできない　安心安全な環境を毎日つくろう

特　集 ビルメンテナンスフェア TOKYO2024 実施報告

（
４
）
ロ
ー
プ
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
結
束

　

現
在
の
法
令
で
は
、
メ
イ
ン
ロ
ー
プ
と
は
別
に
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
を
設
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

両
方
を
同
一
の
支
持
物
に
結
束
し
た
り
、
１
本
の
ロ
ー

プ
を
折
り
返
し
て
２
本
使
用
し
て
い
る
よ
う
に
見
せ
た

り
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
地
上
か
ら
見
た
だ

け
で
は
適
切
に
ロ
ー
プ
が
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い
る

か
判
断
が
で
き
な
い
た
め
、
作
業
の
準
備
段
階
で
屋
上

ま
で
上
が
り
、
確
認
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
５
）
屋
上
で
の
墜
落
防
止
措
置

　

作
業
者
が
屋
上
か
ら
外
壁
側
へ
乗
り
込
む
際
や
、
パ

ラ
ペ
ッ
ト
（
屋
上
と
外
壁
の
境
界
に
あ
る
手
す
り
壁
）

か
ら
地
上
を
確
認
す
る
際
な
ど
、
面
倒
で
も
墜
落
防
止

の
措
置
を
取
る
こ
と
。
高
所
へ
の
慣
れ
が
油
断
を
招
い

て
重
大
事
故
に
繋
が
る
た
め
、
安
全
の
た
め
の
手
間
を

惜
し
ま
な
い
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　

ま
た
、
安
全
性
が
低
く
て
も
コ
ス
ト
の
理
由
か
ら
ブ

ラ
ン
コ
板
を
使
い
続
け
て
い
る
会
社
も
少
な
く
な
い
。

板
へ
の
乗
り
込
み
時
は
墜
落
の
危
険
を
伴
う
た
め
、
特

に
注
意
す
る
こ
と
。

（
６
）
最
後
に

　

発
注
者
側
と
し
て
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
一
番

重
要
な
の
は
、
作
業
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ

と
考
え
て
い
る
。
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
者
は
積
極

的
に
現
場
へ
足
を
運
び
、
作
業
の
様
子
を
そ
の
目
で
確

か
め
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
欲
し
い
。

　

安
全
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
動
画
は
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
公
開
し
て
い
る
。
作
業
を
関
係
会
社

に
任
せ
き
り
に
せ
ず
、
安
全
管
理
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

←二次元バーコードより
YouTube動画が視聴できます。

林 幸一 氏



1414ＫＹ時　一人ひとりの顔色確認　声掛けで健康チェックヨシ！

出 展 企 業 紹 介出 展 企 業 紹 介

会場の様子



15 働く仲間と助け合う　活気あふれる職場の輪

特　集 ビルメンテナンスフェア TOKYO2024 実施報告

3Ｆアイリスオーヤマ（株）

（株）サンワ （株）湖南商会 （株）アムテック

（株）マイスター60 Paintnote（株） 蔵王産業（株）

ユシロ化学工業（株） 山崎産業（株） ミッケル化学（株）



16丁寧な仕事は安全と快適 慌てず焦らず報連相

アマノ（株）

インテックスソリューション（株） （株）イシイ アルゴ（株）

（株）つやげん 大一産業（株） シーバイエス（株）

日本マルセル（株） （株）東京ユニフォーム （株）テラモト

4Ｆ



17 ゼロ災害はいつの時代も変わらぬ願い　ルールなくして安全なし　遂行しよう正しい手順と危険予知

特　集 ビルメンテナンスフェア TOKYO2024 実施報告

5Ｆ
（株）THIRD （株）エイコー アシオット（株）

ペンギンワックス（株） ビーフューチャー（株） 日本信号（株）

（一財）建築物管理訓練センター （株）リンレイ （株）マキタ



18小さな気づきを大切に　伝える勇気と聞く気持ち　みんなで作ろうゼロ災現場

60.6%30.1%

9.3％9.3％

36.8%
45.2%

12.6％
5.4%

12.6％
5.4%

21.0%
66.0%

11.8％

0.8% 0.4%

11.8％

0.8% 0.4%

ビルメンテナンスフェア TOKYO 2024 における、
来場者アンケートの結果を以下の通りまとめた。

※グラフ内のパーセントは回答者総数を 100％としています。

n=239

n=239

n=238

良かったこと 人数

まあまあ満足 145

とても満足 72

やや不満 22

とても不満 0

Q3 当イベントにどの程度満足していただけましたか？

まあまあ満足
とても満足
やや不満
とても不満

Q1 職業上の役割は何ですか ?

役割 人数

一般社員 108

管理職 88

役員 30

その他 13

一般社員
管理職
役員
その他

Q2 当イベントへの来場の目的を教えてください。 （複数回答可）

来場の目的 人数

出展ブース見学・調査 157

セミナー 50

挨拶・情報交換 28

商談 2

特になし 1

出展ブース見学・調査 
セミナー 
挨拶・情報交換 
商談
特になし

ビルメンテナンスフェア TOKYO 2024
来場者アンケート結果



1919 ヒヤリハットの対策を　コツコツすすめて　事故防止



2020自分で守ろう　自分の身体 小さなことから安全・衛生・健康予防

862926.eps

１　
会
長
あ
い
さ
つ　
佐
々
木
会
長

　

長
逗
留
し
て
い
た
台
風
も
熱
帯
低
気
圧
と
な
り
消
え

た
が
、
蒸
し
暑
く
不
快
な
日
々
が
続
い
て
い
る
。
今
回

の
台
風
被
害
が
大
き
か
っ
た
が
、
普
段
か
ら
気
を
つ
け

る
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
思
っ
た
次
第

で
あ
る
。
東
京
都
心
で
も
、
地
域
に
よ
っ
て
は
足
元
ま

で
冠
水
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
日
向
灘
を
震
源
と
す
る
地
震
発
生
に
伴
う
南

海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
の
結
果
、
1
週
間
ぐ
ら
い
鉄

道
や
飛
行
機
な
ど
交
通
機
関
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
な
ど
、

影
響
が
随
分
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
場
合
の
情
報
の
出
し

方
を
考
え
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
た
今
回
の

報
道
だ
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
や
っ
と
下
火
に
な
っ
て
き
た

が
、
全
く
収
束
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
引

き
続
き
注
意
を
怠
ら
な
い
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

　

夏
休
み
も
明
け
て
平
常
に
戻
っ
た
中
で
、
協
会
で
は

い
ろ
い
ろ
な
講
習
会
や
委
員
会
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
来
月
に
は

労
働
安
全
衛
生
大
会
を

控
え
て
い
る
の
で
奮
っ

て
ご
参
加
い
た
だ
き
た

い
。

　

本
日
の
審
議
事
項
だ

が
、
入
会
審
査
の
案
件

が
1
件
あ
る
。
ま
た
、

各
種
報
告
が
あ
る
の

で
、
積
極
的
な
審
議
を

お
願
い
し
た
い
。

Photo:桔梗
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理 事 会 報 告理 事 会 報 告
賛助会員１社の入会を承認賛助会員１社の入会を承認
■日時■日時　　令和6年９月３日（火）午後2時58分～午後３時30分令和6年９月３日（火）午後2時58分～午後３時30分
■開催場所　　　　ビルメンテナンス会館４階会議室■開催場所　　　　ビルメンテナンス会館４階会議室
■理事・監事数　　理事19名、監事3名■理事・監事数　　理事19名、監事3名
■出席者　　　　　理事18名、監事3名■出席者　　　　　理事18名、監事3名

■審議事項■審議事項
第１号議案　入会の承認について第１号議案　入会の承認について
　　　　　　賛助会員　株式会社Office May　　　　　　賛助会員　株式会社Office May

2　
審
議
事
項

第
１
号
議
案　
入
会
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
総
務
委
員
長

　

標
記
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

賛
助
会
員
、
株
式
会
社
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ 

Ｍ
ａ
ｙ
は

平
成
18
年
に
設
立
さ
れ
、
主
に
設
備
設
計
や
施
工
管

理
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
建
物
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工

事
の
提
案
に
際
し
、
設
備
機
器
を
含
め
た
建
物
内
の

状
況
を
熟
知
す
る
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
と
連
携

す
る
こ
と
で
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
期
待
し
、
入
会
を

希
望
し
て
い
る
。
推
薦
会
社
は
、株
式
会
社
関
東
コ
ー

ワ
で
あ
る
。

3　
報
告
事
項

⑴　
全
国
協
会
報
告　
　
　
野
口
東
京
地
区
本
部
長

ア　
２
０
２
４
年
定
時
総
会
の
実
施
報
告

　

7
月
24
日
に
仙
台
で
開
催
し
た
２
０
２
４
年
定
時

総
会
で
は
、
第
1
号
議
案
の
２
０
２
３
年
度
事
業
報

告
か
ら
第
8
号
議
案
の
理
事
の
追
加
選
任
ま
で
、
全

8
議
案
に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
承
認
い
た
だ
い
た
。
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次
回
は
、
２
０
２
５
年
7
月
24
日
、
浅
草
ビ
ュ
ー

ホ
テ
ル
で
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。
代
議
員
の
皆
様

は
、
次
回
の
定
時
総
会
終
了
ま
で
が
任
期
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

イ　
第
55
回
実
態
調
査
等
の
実
施

　

毎
年
実
施
し
て
い
る
実
態
調
査
へ
の
回
答
を
お
願

い
す
る
。
会
員
企
業
に
は
9
月
下
旬
に
調
査
票
を
お

送
り
す
る
が
、
本
調
査
は
ビ
ル
メ
ン
事
業
者
の
経
営
・

労
務
状
況
な
ど
を
調
査
す
る
業
界
唯
一
の
総
合
調
査

で
あ
る
。
前
回
の
回
答
率
は
全
国
平
均
32
・
6
％
だ
っ

た
が
、
調
査
報
告
は
重
要
な
資
料
と
な
る
こ
と
か
ら
、

回
答
率
を
上
げ
、
信
頼
性
の
高
い
デ
ー
タ
と
し
た
い

と
考
え
て
い
る
の
で
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

ウ　
第
２
回
新
・
世
界
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
大
会

２
０
２
４
ド
バ
イ
の
開
催

　

第
2
回
新
・
世
界
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
大
会
を
ア

ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
ド
バ
イ
で
開
催
す
る
。
日
程
は

10
月
6
日
か
ら
10
月
10
日
ま
で
。
日
本
団
と
し
て
、

佐
々
木
会
長
、
一
戸
名
誉
会
長
を
は
じ
め
29
名
が
参

加
す
る
。

エ　
ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
＆

ク
リ
ー
ン
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
４
の
開
催

　

ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
＆
ク
リ
ー
ン
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
は
毎
年
開
催
し
て
い
る
催
事
で
あ
る
が
、
今
年

は
11
月
20
日
か
ら
22
日
の
3
日
間
、
10
時
か
ら
17
時

ま
で
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
東
展
示
場
に
て
開
催
す

る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
10
月
初
旬
に
会
員
企
業
に
お

届
け
す
る
。
今
回
も
展
示
会
や
講
演
な
ど
多
数
あ
る

の
で
、
多
く
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
た
い
。

⑵　
委
員
会
報
告

ア　
総
務
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
野
口
委
員
長

（
ア
）
第
58
回
優
良
従
業
員
表
彰
式
実
施
報
告

　

表
彰
式
は
毎
年
会
員
各
社
か
ら
従
業
員
を
推
薦
い

た
だ
き
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
行
っ
て
い
る

が
、
今
年
度
は
6
月
18
日
に
実
施
し
た
。
今
年
度
の

被
表
彰
者
は
１
７
９
社
７
５
６
名
で
あ
り
、
前
年
度

よ
り
24
名
減
少
し
た
も
の
の
、
過
去
5
年
間
の
状
況

と
照
ら
し
た
と
こ
ろ
、
概
ね
平
年
ベ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

コ
ス
ト
面
で
は
、
創
意
工
夫
に
よ
り
費
用
を
圧
縮
し
、

諸
経
費
が
値
上
が
り
す
る
中
で
も
当
初
の
予
算
内
で

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
イ
）
ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
＆
ク
リ
ー
ン

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
４
の
共
催
報
告

　

同
催
事
は
毎
年
全
国
協
会
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ

て
い
る
が
、
当
協
会
に
は
共
催
の
名
義
使
用
依
頼
が

あ
っ
た
の
で
、
承
諾
し
た
。

（
ウ
）
今
後
の
理
事
会
及
び
定
時
総
会
の
開
催
予
定

日
（
抜
粋
）

　

新
年
賀
詞
交
歓
会
を
令
和
7
年
1
月
9
日（
木
）に
、

ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京
で
開
催
す
る
。

定
時
総
会
は
令
和
７
年
6
月
3
日
の
予
定
で
あ
る
。

イ　
労
務
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
森
井
委
員
長

（
ア
）
労
働
安
全
衛
生
大
会
開
催
及
び
大
会
宣
言　

　

今
年
の
安
全
衛
生
大
会
は
10
月
11
日
の
14
時
か
ら

16
時
の
予
定
で
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
で
開
催

す
る
。
記
念
講
演
で
は
、
賛
助
会
員
の
株
式
会
社
ア

ム
テ
ッ
ク
か
ら
、
近
年
の
法
令
改
正
を
受
け
て
、
化

学
物
質
の
管
理
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
く
。

　

当
日
発
表
す
る
大
会
宣
言
だ
が
、
今
年
の
宣
言
で

は
、
4
月
に
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
労
災
保
険
料

率
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
転
倒
を
は

じ
め
と
す
る
労
働
災
害
の
防
止
に
業
界
全
体
で
取
り

組
む
姿
勢
を
訴
え
て
い
く
。

（
イ
）
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
に
お
け
る
転
倒
災
害

防
止
の
徹
底

　

7
月
の
理
事
会
で
も
お
伝
え
し
た
が
、
今
年
は
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
で
の
転
倒
災
害
が
例
年
よ
り
多

く
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
状
況
下
、
先
月
20
日
に
東

京
労
働
局
の
労
働
基
準
部
長
と
安
全
課
長
が
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
を
訪
れ
、
当
協
会
に
対
し
て
会
員

の
転
倒
災
害
防
止
対
策
の
一
層
の
推
進
を
図
る
よ
う

協
力
要
請
が
な
さ
れ
た
。
当
日
は
、
協
会
の
こ
れ
ま

で
の
転
倒
災
害
防
止
に
向
け
た
活
動
な
ど
を
ご
説
明

し
た
。
労
務
管
理
委
員
会
で
は
、
以
前
よ
り
転
倒
災
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害
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
従
事
者
の
高
年

齢
化
は
年
々
進
ん
で
お
り
、
転
倒
増
加
に
歯
止
め
が

か
か
っ
て
い
な
い
。
改
め
て
各
社
の
工
夫
を
お
願
い

し
た
い
。

　

通
常
こ
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
は
、
監
督
指
導

と
い
う
形
で
労
働
基
準
監
督
署
が
個
別
企
業
に
も
入

る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
際
は
、各
社
に
お
い
て
し
っ

か
り
転
倒
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
こ

と
を
お
話
し
い
た
だ
き
た
い
。

（
ウ
）
東
京
都
最
低
賃
金
の
引
上
げ

　

今
年
の
最
低
賃
金
額
の
改
正
が
決
定
し
、
東
京
都

で
は
10
月
1
日
よ
り
、
現
行
の
１
１
１
３
円
か
ら
50

円
引
き
上
げ
ら
れ
て
、
１
１
６
３
円
と
す
る
こ
と
が

東
京
労
働
局
か
ら
周
知
さ
れ
た
。

ウ　
厚
生
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
小
茅
委
員
長

（
ア
）
ラ
ン
チ
ク
ル
ー
ズ
の
開
催

　

日
帰
り
バ
ス
旅
行
に
代
わ
る
新
規
事
業
と
し
て
、

本
年
度
よ
り
ラ
ン
チ
ク
ル
ー
ズ
の
補
助
事
業
を
実
施

す
る
。
東
京
湾
を
巡
る
ク
ル
ー
ズ
船
の
1
室
を
貸
し

切
り
、
約
2
時
間
の
着
席
型
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
と
な
る
。

日
程
は
10
月
26
日
、
定
員
は
15
組
30
名
。
参
加
費
は

2
名
で
１
万
５
４
０
０
円
だ
が
、
約
半
額
は
協
会
か

ら
補
助
す
る
。
締
切
は
9
月
20
日
で
、
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
と
な
る
。
新
規
事
業
な
の
で
、
ぜ
ひ

社
内
で
ご
案
内
を
い
た
だ
き
た
い
。

（
イ
）
第
８
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
開
催

　

開
催
日
時
は
11
月
15
日
18
時
、
大
会
後
に
は
好
評

の
懇
親
会
も
予
定
し
て
い
る
。
会
場
は
、
王
子
駅
前

の
王
子
サ
ン
ス
ク
エ
ア
ボ
ウ
ル
で
あ
る
。
定
員
は
15

組
30
名
、
1
社
4
組
ま
で
で
、
参
加
費
は
懇
親
会
費

込
み
で
、
２
名
５
５
０
０
円
、
締
切
は
10
月
18
日
で

あ
る
。

（
ウ
）
第
67
回
東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会
招
待
事
業

の
実
施

　

第
67
回
東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会
招
待
事
業
は
、

9
月
4
日
に
上
野
の
東
京
文
化
会
館
で
実
施
す
る
。

招
待
人
数
は
10
組
20
名
で
、
8
月
19
日
に
チ
ケ
ッ
ト

を
発
送
し
た
。
な
お
、
次
回
の
演
奏
会
招
待
は
12
月

5
日
で
、
10
月
か
ら
募
集
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

 

エ　
経
営
研
究
委
員
会　
　
　
　
吉
澤
担
当
理
事

〇
東
京
都
財
務
局
と
の
意
見
交
換
会
の
実
施

　

毎
年
東
京
都
財
務
局
と
行
っ
て
い
る
意
見
交
換
会

に
つ
い
て
、
今
年
は
７
月
22
日
に
実
施
し
た
。
昨
年

に
引
き
続
き
、
協
会
か
ら
は
官
公
庁
契
約
小
委
員
会

の
委
員
が
出
席
し
、
東
京
都
か
ら
は
契
約
第
二
課
長

や
契
約
調
整
担
当
課
長
等
が
出
席
し
た
。

　

例
年
と
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
は
3
点
あ
る
。
社

会
保
険
の
未
加
入
業
者
へ
の
対
応
は
、
長
年
の
要
望

の
成
果
も
あ
り
、
現
在
全
社
へ
の
調
査
を
行
っ
て
い

る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

東
京
都
社
会
的
責
任
調
達
指
針
に
つ
い
て
は
、
令

和
7
・
8
年
度
資
格
審
査
時
に
提
出
予
定
の
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
に
つ
い
て
、
誰
も
が
分
か
り
や
す
い
文
言

に
変
更
す
る
等
を
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
説
明
会
や
解

説
資
料
の
作
成
等
を
行
う
と
回
答
が
あ
り
、
8
月
23

日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

労
働
災
害
対
策
で
は
、
熱
中
症
予
防
に
関
す
る
通

知
の
発
出
を
要
望
し
た
結
果
、
8
月
2
日
付
で
通
知

が
発
出
さ
れ
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
粘
り
強
く
要
望
活
動
を
進
め
る

こ
と
で
業
界
発
展
に
努
め
て
い
き
た
い
。

オ　
広
報
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
吉
澤
委
員
長

〇
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
企
業
向
け
人
手
不
足
対
策
＆

採
用
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

協
会
が
運
営
す
る
求
人
サ
イ
ト
「
東
京
ビ
ル
メ
ン

お
仕
事
さ
が
し
」
の
利
用
促
進
及
び
人
手
不
足
対
策

を
中
心
と
し
た
採
用
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
11
月
15
日
に

開
催
す
る
。
昨
年
度
も
同
種
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

た
が
、
前
回
の
参
加
者
の
要
望
に
応
え
、
本
セ
ミ
ナ
ー

で
は
求
人
サ
イ
ト
の
運
営
を
委
託
し
て
い
る
賛
助
会

員
の
株
式
会
社
ア
イ
デ
ム
を
講
師
に
招
き
、
採
用
支

援
サ
ー
ビ
ス
、
最
近
の
労
働
市
場
動
向
や
法
改
正
情

報
、
効
果
的
な
求
人
広
告
の
作
り
方
な
ど
、
人
手
不

足
の
解
消
に
役
立
つ
情
報
を
紹
介
・
解
説
い
た
だ
く
。

9
月
9
日
か
ら
募
集
を
開
始
す
る
の
で
、
各
社
の
採

用
担
当
者
に
は
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。
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カ　
障
が
い
者
等
自
立
支
援
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
委
員
長

〇
令
和
6
年
度
都
立
知
的
障
害
特
別
支
援
学
校
清
掃

技
能
検
定
審
査
員
及
び
上
級
技
能
講
習
会
講
師
の
派

遣
　

東
京
都
教
育
庁
指
導
部
よ
り
、
審
査
員
及
び
指
導

者
向
け
の
技
能
講
習
会
の
講
師
派
遣
依
頼
が
あ
り
、

清
掃
検
定
の
審
査
員
を
派
遣
し
、
3
校
で
3
日
間
、

の
べ
6
名
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。
既
に
8
月

実
施
分
は
終
了
し
た
。

　

各
校
で
実
施
さ
れ
る
清
掃
検
定
で
は
、
9
月
か
ら

来
年
の
1
月
に
か
け
、
5
校
で
7
回
開
催
し
、
審
査

員
と
し
て
委
員
の
べ
7
名
を
派
遣
予
定
で
あ
る
。

　

上
級
技
能
講
習
会
は
、
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能

の
生
徒
指
導
に
当
た
る
教
員
の
方
を
対
象
に
、
専
門

的
な
知
識
の
習
得
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
、
6
名

の
委
員
を
8
月
に
派
遣
し
た
。

キ　
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
委
員
長

〇
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

２
０
２
４
の
実
施
報
告

　

７
月
18
日
、
19
日
に
開
催
し
た
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
４
の
実
施
に
つ
い
て
、

取
り
急
ぎ
重
要
な
事
項
の
み
報
告
す
る
。

　

冒
頭
で
は
佐
々
木
会
長
、
出
展
社
を
代
表
し
て
蔵

王
産
業
株
式
会
社
の
御
幡
常
務
取
締
役
に
も
ご
出
席

い
た
だ
き
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
を
行
っ
た
。
当
日
は
、
か
な
り
蒸
し
暑
い

天
候
だ
っ
た
が
、
前
回
よ
り
多
い
、
2
日
間
で
3
千

名
を
超
え
る
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
い
た
。

　

今
回
出
展
し
た
29
社
の
ブ
ー
ス
で
は
、
清
掃
作
業

の
機
械
・
資
材
を
中
心
に
、
清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
や
各
社

の
Ｄ
Ｘ
化
に
向
け
た
そ
の
他
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
関

連
商
材
な
ど
、
各
社
の
新
商
品
や
新
サ
ー
ビ
ス
の
展

示
が
行
わ
れ
、
ど
の
ブ
ー
ス
も
非
常
に
に
ぎ
わ
い
が

あ
っ
た
。

　

7
つ
の
セ
ミ
ナ
ー
も
大
変
好
評
で
、
各
テ
ー
マ
で

は
満
席
に
近
い
１
０
０
名
以
上
の
参
加
が
あ
り
、
総

計
で
８
５
０
名
ほ
ど
の
参
加
が
あ
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
フ
ェ
ア
全
体
や
セ
ミ
ナ
ー
の
満
足
度
と
も

に
、
8
割
以
上
の
方
が
満
足
さ
れ
た
結
果
と
な
り
、

来
場
者
は
現
場
で
働
く
従
事
者
の
方
が
最
も
多
か
っ

た
。

　

収
支
面
で
は
、
ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
の
予
算
内
で
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
分
析
な

ど
を
通
じ
て
、
今
回
の
振
り
返
り
と
反
省
を
行
い
、

今
後
の
フ
ェ
ア
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

⑶　
事
務
局
報
告　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

ア　
主
な
出
来
事
（
7
・
8
月
）

7
月
4
日	

三
役
会
、
第
１
３
６
回
理
事
会

　
　

10
日	

地
区
本
部
事
務
局
長
会
議

　
　

12
日	

全
国
協
会
総
会
に
向
け
た
東
京
協

会
選
出
の
全
国
協
会
代
議
員
会
議

18
～
19
日	

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
４

	

（
会
場
：
東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン

タ
ー
浜
松
町
館
）

　
　

24
日	

全
国
協
会
定
時
総
会

	

（
会
場
：
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
）

イ　
今
後
の
予
定

10
月
1
日	

三
役
会

　
　

11
日	

労
働
安
全
衛
生
大
会

11
月
5
日	

三
役
会
、
第
１
３
８
回
理
事
会
、

東
京
地
区
本
部
会
議

26
～
27
日	

関
東
甲
信
越
地
区
本
部
と
の
拡
大

地
区
本
部
会
議

	

（
会
場
：
貝
掛
温
泉
）

ウ　
会
員
数
の
推
移

　

正
会
員
５
１
２
社
、
賛
助
会
員
70
社
（
令
和
6
年

9
月
1
日
現
在
）
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社
会
の
主
な

出
来
事

7
・
16	

日
銀
が
２
０
１
４
年
１
～
６
月
の
金
融

政
策
決
定
会
合
の
議
事
録
を
公
開

7
・
17	

米
大
リ
ー
グ
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦
で
大

谷
選
手
が
初
本
塁
打

7
・
18	

電
話
番
号
案
内
１
０
４
が
利
用
者
減
で

終
了

7
・
19	

日
本
を
訪
れ
た
外
国
人
客
が
約
１
７
７

８
万
人
で
上
半
期
過
去
最
多
を
記
録

7
・
20	

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
更
新
を
き
っ
か
け
に

世
界
的
な
シ
ス
テ
ム
障
害
が
発
生

7
・
21	

中
国
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
南
シ
ナ
海
で
の

緊
張
緩
和
策
で
合
意

7
・
22	

米
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
11
月
の
大
統
領

選
挙
戦
か
ら
の
撤
退
を
表
明

7
・
23	

足
立
成
和
信
用
金
庫
と
東
栄
信
用
金
庫

の
合
併
後
新
名
称
を
「
し
た
ま
ち
信
用

金
庫
」
に
決
定

7
・
24	

冬
季
五
輪
開
催
地
が
２
０
３
０
年
大
会

は
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
プ
ス
地
域
、
34
年

大
会
は
米
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー
に

決
定

7
・
25	

山
形
県
や
秋
田
県
で
記
録
的
大
雨
で
河

川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
発
生

7
・
26	

第
33
回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
リ
大

会
が
開
幕

7
・
27	

柔
道
女
子
48
キ
ロ
級
で
金
メ
ダ
ル
を
獲

得

7
・
28	

柔
道
男
子
66
キ
ロ
級
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

男
子
エ
ペ
個
人
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
女

子
ス
ト
リ
ー
ト
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

7
・
29	

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
男
子
ス
ト
リ
ー
ト
、

体
操
男
子
団
体
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

7
・
30	

柔
道
男
子
81
キ
ロ
級
で
金
メ
ダ
ル
を
獲

得

7
・
31	

日
銀
が
政
策
金
利
を
0
・
25
%
引
き
上

げ
る
追
加
利
上
げ
を
決
定

8
・
1	

体
操
男
子
個
人
総
合
で
金
メ
ダ
ル
を
獲

得

8
・
2	

２
０
２
３
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付

総
額
が
初
の
1
兆
円
超
え 

8
・
3	
ベ
ト
ナ
ム
最
高
指
導
者
に
ト
ー
・
ラ
ム

氏
を
選
出

8
・
4	

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
男
子
フ
ル
ー
レ
団
体
で

金
メ
ダ
ル
を
獲
得

8
・
5	

体
操
男
子
種
目
別
鉄
棒
で
金
メ
ダ
ル
を

獲
得

8
・
6	

レ
ス
リ
ン
グ
男
子
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス

タ
イ
ル
60
キ
ロ
級
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

8
・
7	

レ
ス
リ
ン
グ
男
子
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス

タ
イ
ル
77
キ
ロ
級
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

8
・
8	

レ
ス
リ
ン
グ
女
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
53

キ
ロ
級
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

	

日
向
灘
を
震
源
と
す
る
地
震
発
生
、
南

海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
発
表

8
・
9	

ブ
レ
イ
キ
ン
女
子
、
レ
ス
リ
ン
グ
男
子

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
57
キ
ロ
級
・
女
子
フ

リ
ー
ス
タ
イ
ル
57
キ
ロ
級
で
金
メ
ダ
ル

を
獲
得

8
・
10	

陸
上
女
子
や
り
投
げ
、
レ
ス
リ
ン
グ
女

子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
62
キ
ロ
級
で
金
メ

ダ
ル
を
獲
得

8
・
11	

レ
ス
リ
ン
グ
男
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
65

キ
ロ
級
・
女
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
76
キ

ロ
級
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

8
・
12	

第
33
回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
リ
大

会
が
閉
幕

8
・
13	

ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
が
ロ
シ
ア
領
１
０
０
０

平
方
キ
ロ
を
制
圧

8
・
14	

岸
田
首
相
が
自
民
党
総
裁
選
挙
に
立
候

補
し
な
い
意
向
を
表
明

8
・
15	

南
海
ト
ラ
フ
「
巨
大
地
震
注
意
」
の
呼

び
か
け
を
終
了

8
・
16	

台
風
7
号
が
関
東
に
最
接
近
し
新
幹
線
、

空
路
の
運
休
相
次
ぐ

8
・
17	

米
政
府
が
ガ
ザ
停
戦
交
渉
で
調
停
案
を

提
示

8
・
18	

イ
ラ
ン
政
府
と
米
政
府
が
衝
突
回
避
に

向
け
て
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
開
設
を
合
意

8
・
19	

米
男
子
ゴ
ル
フ
で
松
山
英
樹
選
手
が
ツ

ア
ー
通
算
10
勝
目

8
・
20	

自
民
総
裁
選
が 

9
月
27
日
投
開
票
の
日

程
を
決
定

8
・
21	

シ
ャ
ー
プ
子
会
社
が
テ
レ
ビ
液
晶
生
産

を
停
止
し
国
内
で
の
製
造
に
幕

8
・
22	

福
島
第
一
原
発
核
燃
料
デ
ブ
リ
取
り
出

し
を
直
前
で
延
期

8
・
23	

全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
で
京
都
国

際
が
初
優
勝

8
・
24	
大
リ
ー
グ
、
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
大
谷
翔
平

選
手
が
ホ
ー
ム
ラ
ン
40
本
40
盗
塁
に
到

達

8
・
25	

大
阪
府
箕
面
市
長
選
で
無
所
属
の
原
田

亮
氏
が
初
当
選

8
・
26	

自
動
車
保
険
大
手
４
社
が
保
険
料
を

３
・
５
～
５
％
値
上
げ
へ

8
・
27	

地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
保
護
制
度
の
対

象
に
初
の
菓
子
登
録

8
・
28	

第
17
回
夏
季
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
リ

大
会
が
開
幕

8
・
29	

競
泳
男
子
50
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
（
運
動

機
能
障
害
Ｓ
Ｂ
３
）
で
金
メ
ダ
ル
を
獲

得

8
・
30	

最
低
賃
金
の
全
国
平
均
が
１
０
５
５
円

に

8
・
31	

競
泳
男
子
50
メ
ー
ト
ル
自
由
形
（
視
覚

障
害
Ｓ
１
１
）
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

9
・
1	

台
風
10
号
列
島
各
地
に
甚
大
な
被
害
も

た
ら
す

9
・
2	

車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男

子
シ
ン
グ
ル
ス
（
車
い
す
Ｗ
Ｈ
２
）
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
車

い
す
Ｗ
Ｈ
１
）
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

9
・
3	

23
年
度
の
医
療
費
47
兆
円
３
千
億
円
と

な
り
過
去
最
大
を
更
新

9
・
4	

地
方
で
の
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
規

制
緩
和
を
公
表

9
・
5	

ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
男
子
、
車
い
す
テ
ニ
ス

女
子
ダ
ブ
ル
ス
、
卓
球
女
子
シ
ン
グ
ル

ス
（
知
的
障
害
）
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

9
・
6	

車
い
す
テ
ニ
ス
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
、
柔

道
女
子
57
キ
ロ
級
（
弱
視
）
、
柔
道
男

子
73
キ
ロ
級
（
弱
視
）
、
競
泳
男
子
１

０
０
メ
ー
ト
ル
バ
タ
フ
ラ
イ
（
視
覚
障

害
Ｓ
１
１
）
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

9
・
7	

車
い
す
テ
ニ
ス
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
、
自

転
車
個
人
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
（
運
動
機
能

障
害
Ｃ
１
～
３
）
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

9
・
8	

第
17
回
夏
季
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
リ

大
会
が
閉
幕
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2626安全は　みんなの声で　作られる

詳細は当協会事務局　pr@tokyo-bm.or.jp　までご連絡ください。

▲賛助会員の皆様からおすすめ製品の情報を募集いたします。奮ってご応募ください。製品情報募集
（掲載料無料）

Recommended Productsおすすめ
製品コーナー

アイリスオーヤマ株式会社　TEL : 022-253-7095
https://www.irisohyama.co.jp/b2b/robotics/

清掃ロボットWhiz i アイリスエディション
助成金を利用してご活用頂けます

助成金を利用してアイリスの
清掃ロボットを導入しませんか？

助成金と補助金の
比較・ご紹介サイトはこちら

※掲載製品の性能等についての説明内容は、当該賛助会員からの情報です。



2727 慣れた作業　大丈夫だろうは事故の元　危険かもが事故防ぐ

広報委員会　STAFF

■委員長　　　
　吉澤　幸夫
■委　員　　　
　里見　貴弘　　庄司　和明　　鈴木　英司
　藤井　智宏　　宮下　洋介

広報誌

令和６年10・11月号（第616号）

電　話　03-3805-7555（代）　ＦＡＸ　03-3805-7550

公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会
〒116-0013
東京都荒川区西日暮里5-12-5　ビルメンテナンス会館

編集・制作：広報委員会

発行人：佐々木浩二　編集人：吉澤　幸夫

委員五十音順

告　知　板

各会員企業様の最新情報につきましては、10月1日発行の

「令和６年度　会員名簿」にてご確認ください。

公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会への

入会希望会社を
ご紹介ください

■お問い合わせ先
　公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会　事務局（担当：森）

当協会にご入会いただくと、同時に全国ＢＭ協会の会員
となり、双方のサービスをご利用いただけます。

情報提供、人材育成、交流活動……
会員特典あります。

特典１：公益社団法人の会員であることの証明
特典２：講習会・研修会への受講割引・無料参加
特典３：求人サイト「東京ビルメンお仕事さがし」無料掲載
特典４：業務・技術・法令などの業界最新情報の提供
特典５：協会主催催事への参加による会員交流
特典６：ビルメンテナンス会館の施設の利用割引

エイジフレンドリー補助金は、中小企業事業者を対象に高齢者を含む労働者が安心して安全に働くこ
とができるよう、熱中症防止対策（体温を下げるための機能のある服の導入を含む）をはじめ、転倒
防止や腰痛予防のための運動指導などの取組に対して補助を行うものです。

令和6年10月31日（木）まで
補助金申請
受付期間

交付には審査があります。
要件などの詳細は
厚生労働省のホームページを
ご参照ください。
https://www.mhlw.go.jp/
stf/newpage_09940.html

サービス業
常時使用する労働者数：100人以下
資本金又は出資の総額：5,000万円以下

対象となる中小企業事業者の範囲
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